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＜研究概要＞ 

 

本研究は、噴火活動中の火山周辺で発生する土石流災害の被害予測・軽減を目

標として、噴火により立ち入りの規制される火口周辺エリアにおいて無人ロボッ

トを活用して火山灰の堆積状況を調査するシステムを開発するものである。 

 

＜事後評価コメント＞ 

 

本研究では、UAV を用いて 3㎝までの降灰厚の計測が可能なシステムを開発し、

現地実験によりそれを実証している。計測適地の抽出を遠隔で行う技術も開発し

ており、本研究成果は土砂災害防止法に基づく緊急調査の実施のための有効かつ

安全な調査ツールを開発したものと評価できる。 

今後は、様々な環境下（試験地、気象条件、計測範囲、火山灰の特性の違いな

ど）において現地実証実験を行う等、開発したシステムの有効性や適用条件等を

明らかにする検討を続けて頂きたい。 

※評価基準 
Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった 
Ｂ：研究目的は概ね達成され、研究成果があった 
Ｃ：一定の研究成果があった 
Ｄ：研究成果があったとは言い難い 

  


